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国際的視野に立脚した制度の構築に向けて

１．職務発明問題

①海外からの投資意欲の減少等の問題が発生していないか
・海外企業が日本を素通りして、中国等に流れていないか（ハブ空港も他国へ）

② 海外企業の日本での活動に支障をきたしていないか

③ 人材育成の面で影響を与えていないか

２．模倣品対策
・ 模倣品の世界への拡散、各国間での協調した取組みが必要：条約

・ インターネット環境では、「個人」が容易に「業」を行える

（社会のパラダイムシフト）
① 個人所有、個人輸入

② 日本からの輸出禁止について

ビジネス活動のグローバル化に伴い、

総合的視点に立った知的財産制度が求められる

３．世界統一特許
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ＩＴ（デジタル技術）による社会変化①

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
無線LAN

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ
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ﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾃﾞｰﾀ互換性（画像処理）
ﾃﾞﾊﾞｲｽの接続性
↓

標準化進行

ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽ
ｷｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

広がる技術分野

独自技術 技術標準と関連性

競合会社 、ベンチャー企業、個人発明家 多数競合メーカー少ない
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ＩＴ（デジタル技術）による社会変化②

色々なＩＴ機器は、
従来のスタンドアローンの発想から
ネットワーク（インターネット）の普及により
【接続性】 及び 【データ互換性】が問われるようになった

【接続性】、【データ互換性】は IT機器の

プラットフォームであり、全世界で使用される

＝社会インフラ（エッセンシャル・ファシリティ）の一つ＝

【接続性】、【データ互換性】は IT機器の

プラットフォームであり、全世界で使用される

＝社会インフラ（エッセンシャル・ファシリティ）の一つ＝
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プラットフォーム； 社会インフラ（エッセンシャル・ファシリティ）

インターネットプロトコル

IPアドレス； ドメインネーム

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
機
器

知財について； 基本的にはRAND （但し、未整備 ）

知財について； パテントフリー

ミドルウェア； データ互換性分野が多い ISO/IEC

ITU

国際標準化団体

必要最低限の
満たすべき条件
（品質、安全性等）

からスタート

W3C

IETF

ICANN

研究機関や
個人レベルの
ボランティア
からスタート

OSS： Open Source Software 

管理

最近はパテントコモンズ（特許共有資産）の動き

JPEG
MPEG

・
・
・

グレー
ゾーン

グレー
ゾーン

製品 製品 製品 製品

Web技術

ＩＴ（デジタル技術）による社会変化③

企業競争

国際標準、IT機器と知的財産
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１．イノベーション促進のための知財制度・知財政策のあり方について

WIPOやWTO/TRIPS等で国際的な議論を促進

① 特許法における公共性の考え方や裁定実施権のあり方

② 競争政策におけるエッセンシャル・ファシリティの考え方

③ 標準化と競争政策の関係

関係府省間の連携をとりながら、日本から積極的な働きかけを関係府省間の連携をとりながら、日本から積極的な働きかけを

２．オープンソースソフト（OSS）における知財権の考え方について検討を加速

① ISO/IEC/ITUのような国際標準化団体においても、標準化活動における

特許の扱いについて議論が進められている

（日本からも積極的に提案が行なわれている）

②アメリカではパテントコモンズ（特許共有資産）という考え方も出されている。

パテントコモンズに登録した特許については権利を主張せず，

オープンソースコミュニティーの自由な使用を認めるというもの

パテントコモンズ等，エッセンシャル・ファシリティに関するパテントコモンズ等，エッセンシャル・ファシリティに関する

知財権の考え方を整理するとともに国際的な協調を図ることが重要知財権の考え方を整理するとともに国際的な協調を図ることが重要

新技術分野における国際ルール化への取組


